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1.はじめに

1-1.感情制御の発達不全モデル

筆者は,日本の子どもたちの心理的問題の治療援助を

行ってきた経験22)23)から,感情制御に困難を抱える状態

が形成されるプロセスを ｢感情制御の発達不全モデル｣と

して示し,治療援助方法を明らかにしてきた24)25)26)27)0

｢感情制御の発達不全モデル24)25)26)｣とは,親が子

のネガティヴ感情 (負情動)や身体感覚を否定すること

によって,子が愛されるためには,自身のネガティヴ感

情や身体感覚を感じないことにする必然性が生じ,解離
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反応によって制御されたネガティヴ感情は過覚醒反応に

反転することによって,暴走し,著しく感情コントロー

ルできない状態に陥るという仮説である｡過覚醒症状に

対する相互作用における悪循環により,次の2つのタイ

プの育ちが導かれることを示している｡幼児期′･児童期

には,過覚醒反応と解離反応が交互に出現する形で,｢親
の前でよい子/保育園･学校できれる子｣の姿を呈する

タイプと,幼児期 ･児童期には (一次)解離反応優位で

いわゆる ｢よい子｣だが青年期になってから心理的問題
を里しはじめるタイプである｡ネガティヴ感情制御の困

難は,暴力や攻撃性の暴走,いじめ,不安の身体化とし
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ての心身症,不登校,自殺企図やリストカットなどの自

傷行為を生じさせ,さまざまな子どもの心理的問題の源

になる25)｡児童期に親子関係が軌道修正されないと,育

年期以降には複雑性pTSDと言われる状態を呈し,深刻

で多彩な症状を抱えることになる｡そのような状態で何

年も ｢ひきこもり｣′状態に陥ることも多い｡

1-2.｢発達性 トラウマ障害39)｣と環境の機能不全

VanderKork,B.A.39)は,いわゆる身体的･性的虐待

だけでなく,ネグレクトや心理的虐待,親の死や別離

の喪失などを契機とするさまざまな日常的なトラウマに

よって,感情制御に著しい困難を示し,複雑性トラウマ

を抱えながら成長する状態に対して ｢発達性トラウマ障

害pevelopmentalTraum aDisorder)｣という診断基準を
作ることを提唱している｡トラウマ的な引き金に対して,

引き起こされる感情調節の障害の反復 (B)と,不信感

や被害感などの歪んだ認知などに関する症状 (C),その

原因となる要因 (A)として,客観的に深刻な生死にか

かわるトラウマ体験だけではなく,｢主観的な体験 (激怒,
裏切られ感,恐怖,服従,打ちのめされ,恥)｣を明示し

た｡さらに教育 ･家族 ･仲間などにおける機能不全 (D)

をその必要条件として明記したところに特徴がある｡つ

まり,育ちの環境における機能不全があれば,主観的な

経験であっても十分なトラウマ体験となり,ゆがんだ認

知に基づく感情調節の著しい困難が生じるということを

診断として体系化しようとしているのである｡

筆者は,現在のDSM-Ⅳ (アメリカ精神医学会による

精神障害の診断と統計の手引き)では,幼児期 ･児童期

の日本の子どもたちの感情制御困難の状況を説明しきれ

ないこと,すべての問題を発達障害の枠組みで理解しよ

うとする近年の流行が,問題解決にはつながらないこと､

を切実に感じてきた29)が,｢発達性トラウマ障害｣という

診断枠組みは,日本の子どもたちの現状を説明することを

も可能にする｡筆者の感情制御の発達不全モデル24)25)26)

は,ⅥnderKork,B.A.39)の ｢発達性トラウマ障害｣のD

基準である環境の ｢機嘩不全｣における悪循環のプロセ

スを具体化したモデルであるといえる｡

児童期にきれるという形で著しい感情制御の困難を示

す日本の事例においては,養育環境には正反対の2つの

ilo,ターンがある｡虐待やネグレクトなどの不適切な養育

環境と,年齢不相応な ｢よい子｣を求める家庭環境であ

る22)23)｡表面的には一見正反対の養育環境であるが,そ

こに共通しているのは,親が子の負情動 ･身体感覚を否

定する関わりである｡

1-3.負情動 ･身体感覚否定に関する研究

親が子の負情動 ･身体感覚を否定する関係性につ

いて,Linehan,M.M19)は ｢不認証環境 (invalidating

environment)｣と言う言葉を用いて;境界性パーソナリ

ティ障害の感情調節困難の背景にある家庭環境を説明

し,またその弁証法的行動療法において情動を認証する

ことを重要視している｡invalidatingenvironmentのキー

ワードで論文を検索すると,境界性人格障害のほかに摂

食障害と自傷行為に関する論文12)20)35)がみつかる｡こ

の概念は米国では,青年期の感情調節困難に基づく症状

の背景にある育ちの要因を説明する概念として用いられ

ているようだ｡

筆者の ｢感情制御の発達不全モデル24)25)26)｣は,幼

児期 ･児童期の問題をサインととらえて軌道修正が行わ

れなければ,青年期に深刻な問題につながるというプロ

セスを明らかにしたモデルである｡そこで筆者らは,母

からの負情動･身体感覚否定経験を測定する質問紙を作

成し30),解離傾向と自傷行為13),および家庭内暴力との

関係10)を検証し,母から負情動 ･身体感覚を否定される

経験は,青年期の問題に影響を与えていることをこれま

でに実証してきた｡この結果は,Linehan,M.M19)の主張

と一致している｡

また,Linehan,M.M19)は不認証家庭として,親自身

の問題により子どもに関与できない状態にある ｢混沌と

した家庭｣,なんらかの理由で子どものネガティヴな感情

の提示をがまんできない ｢完全を家庭｣,情動を認知的

にコントロールすることを重視する ｢典型的な家庭｣の

-3タイプを示している｡この3分類は,日本においても

あてはまると考えられる｡筆者の分類21)22)による ｢虐待

やネグレクトなどの不適切な養育環境｣は ｢混沌とした

家庭｣に,｢年齢不相応な 『よい子』を求める家庭環境｣
は ｢完全な家庭｣と｢典型的な家庭｣を含むものである｡

筆者は了情動を認知的にコントロールすることが,脳の

情報処理プロセスにおけるダブルバインド2)を生み,感

情制御の困難をもたらすメカニズムについてこれまで説

明してきた24)26)28)0

このように,負情動 ･身体感覚否定経験 (不認証環境)

が,感情制御を困難にする環境要因であるという点は一

致しているが,筆者の研究は,幼児期 ･児童期に二面性

を示す形での感情制御困難を示す日本の子どもの治療援

助経験22)23)から生まれてきた仮説である｡米国におけ

る青年 ･成人の境界性パーソナリティ障害における治療

仮説との一致は,きわめて興味深い｡なぜ/そのような

差異が生じているのだろうか?

欧米の研究において,幼児 ･児童の不快感情の表出

に対する親の関わりが子どもの感情制御の力に影響を与
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えるという実証研究は多く4)6)9)15)34),Eisenberg,N.&

Fabes,R.A.9)やDavidov,M.&Grusec,J.E.6)は,子ども

の感情表出を罰したり,不快感情を過少評価したり,千

どもの感情表出にうろたえたりすると,子どもが不快感

情を適切に扱えない状態になることを示している｡また

cole,P.M.5)は,虐待などの不適切な養育環境に加え,

親がうつ状態などメンタルヘルスが悪い場合には,親が

子の感情を適切にガイドできないため,感情制御困難に

陥ることを指摘している｡Gomez,A.M.ll)は,5歳の病

魔がとまらない少女の事例において,子どもが泣くと母

自身の幼少期のトラウマ記憶が喚起されて,適切に子ど

もの負情動に対応できないために,悪循環になり,子ど

もの感情制御が困難になっていた事例を報告している｡

これらの記述は,日本の事例にもあてはまるものである

が,｢親の前でよい子/学校できれる子｣という二面性を

特徴とする感情制御困難に関する欧米の事例報告を,筆

者は見つけることができていない ｡

筆者は,2011年4月～9月の半年間,サバティカルに

より米国で生活する機会を得た｡デイケアセンター (煤

育園)の観察などを通して,文化差が子育てに与える意

味を実感として体験した｡米国のセラピストとの交流か

らわかったことは,｢親の前でよい子/学校できれる子｣

というあり方は日本特有のものであるらしいということ

であった｡米国のほとんどの子どもは,家でも学校でも

表出行動に差はなく,学校で感情コントロールできない

子は家でも同じであるという｡ まれに,学校ではいい子

だが家では困った子という姿はみられるが,その道は見

たことがないと開いた｡日本では,子どもを泣かせたく

ない場合,｢(あなたは)痛くない/恐くない/悲しくない｣

と親が子の身体感覚を直接否定する形をとることが多い

が,米国ではそのような言いかたはされず ｢痛いのね/

恐いのね/悲しいのね｡でも強くなくちゃだめ｡赤ちゃん

みたいに泣かないでちょうだい｣という不認証の形をと

ることが多いということであった｡このコミュニケーショ

ンの差異は,後述する文化の差の反映であるといえる｡

米国では,自己主張できる子が ｢よい子｣であり1)38),

日本における過剰感情制御による従順な ｢よい子｣28)は

｢よい子｣ではか ､｡親が子どもに何を求め,何を評価す

るのかという点は,文化の影響を大きく受けており,親

が子に求める ｢よい子｣の基準は文化に〉よって異なると

いえる｡ゆえに,何を ｢不認証｣するのかということに

は,文化差が反映されており,それによって表出する問

題も異なると言えるだろう｡

子の親に対する ｢家庭内暴力14)｣や ｢ひきこもり40)｣
は,日本特有の現象であるとすでに言われてきた｡また

岡野32)は,欧米における解離性障害の成因は,性的虐

待 ･身体的虐待とされているが,日本の症例においては,

日本特有の親子関係における関係性のストレスがその成

因として重要な役割を果たしていることを指摘している｡

幼児 ･小学生の ｢親の前でよい子/保育園･学校できれ

る｣という近年の不適応の典型的な姿もまた,日本特有

の親子関係に起因する状態像なのではないだろうか?

1-4.本論の目的

本論の目的は,親が子どもの負情動 ･身体感覚を否定

するという関わりにおいて,日米にどのような差異があ

るのかを探索的に調査し,その結果をふまえて,日米の

親子関係の文化差について考察を行う｡ それを通して,

日本の子どもの感情制御の発達における困難の本質を明

らかにする｡

2.個と集団の関係性における日米の文化差

2-1.伝続的な日本文化論と親子関係

はじめに,調査結果を解釈するための前提となる日米

の文化差について明らかにしておく｡本来の日本人像を

とらえるために,伝統的な日本人論を再検討する｡

Benedict,良.3)による日本人論 ｢菊と刀 (1946)3)｣によ

ると,日本人は米国人と比べると,かなり特権的な幼児

時代を過ごすこと,しかし同時に,自分の行動を観察す

るように徹底的にしつけ/6れるということを日本の特徴

として記している｡この ｢観察する自己｣は,日本人の

行動規範である ｢恥｣を生み,｢観察する自己｣から自由

になるために,日本人は鍛錬を積むと考察している｡

中根21)は ｢タテ社会の人間関係 (1967)21)｣において,

日本人は他人に対して自己を位置づける際に,個人の資

格よりも場を優先するという集団認識をもっているとし,

その背景には伝統的･普遍的な ｢イエ (衣)｣概念があ

ることを示した｡そして大企業のような社会集団も終身

雇用制度のもと,きわめて家族的な特色をもち,その中

での年功序列に代表されるようなタテ組織の人間関係が

社会にもつ意味を明らかにした｡そして日本社会の ｢単

一性｣こそが,｢人と人,人と集団,集団と集団の関係設

定の在り方を決定｣しているとし,日本の社会構造を明
らかにした｡

土居7)は ｢甘えの構造 (1971)7)｣において,幼児が母

に甘える行動様式を ｢甘え｣という言葉で表現すること

が日本独自のものであることから 『甘え』という言葉を

もたない民族に比較し,甘えを自覚する日本人の場合は,

この心理が人間の精神生活のあらゆる面に強い影響を与

えること｣を指摘し 社会構造の中における ｢甘え｣概

念を日本文化の特徴として明らかにした｡
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河合16)はその著書 ｢母性社会日本の病理 (1976)16)｣

の中で,包含する機能としての母性原理と切断する機能

としての父性原理という視点から,一日本社会が母性的な

側面を優勢とする社会であること,そのことが日本の青

年の自我の確立や精神病理に深い影響を与えてきたこと

を示してきた｡また,稲村14)は1980年に,子が親に暴

力をふるう家庭内暴力は日本特有の問題であることを指

摘し,幼児期の過保護と学童期以後の過干渉,それに一

貫している父性欠如を日本型親子関係とし,その問題性

を指摘した｡稲村14)によると,欧米 では幼児期には親

が極めて厳しく,思春期以後は放任に近くなるという点

において大きな違いがあるという｡ 斎藤8)は,日本人が

子どもをかわいがることについて,幕末から明治期の外

国人がおどろきを示した歴史的記述について紹介してい

る｡このように従来,日本人の親子関係は,甘えを許容

される母子関係を基軸に展開し,父性欠如の状況下でそ

の問題性が発露するものとみなされてきた｡

2-2.個と集団との関係性にみられる普遍的な文化差

今や時代は大きく変わり,｢イエ｣概念に縛られる人は

減り,個が重視され,価値観はグローバル化している｡

子育てはファッション化し,若い世代においては ｢イク

メン｣と言う言葉によって,父の育児参加は当然とみな

される時代になった｡

しかし,Benedict,良.3)･中根21)･土居7)が措いた伝統

的な日本人の文化的特徴の本質は,いまも生きている｡

図1および以下の記述は,日本で育った筆者の臨床経験,

半年間の米国生活,後述する米国人家族との対面調査に

よる実感に基づく日米の文化差を図式化及び言語化した

ものである｡図1では,個人の自我境界の度合を線の太

さで表し,相互作用を矢印で表現することにより,個と

集団の関係性の在り方の差異を視覚化した｡これらは,

近年の文化差に関する研究1)18)37)38)とも,ほぼ一致する

認識である｡

多民族社会で個人主義が徹底されている米国では,差

異があって当たり前の社会に適応するために個が確立さ

れる｡他人と自分の境界は明確であり,その境界は集団

によって影響をうけず,言語的に主張することが,社会

で生きていく上で重要なことと認識されている｡ゆえに

対話における誤解の責任は ｢話し手｣にあるという前提

の上に関係性が成立している｡そのため,米国の子ども

は; 自己の感情や意見を主張する力を身につけることが

重視される｡

それに対して,日本は単一社会であり,みんなが同じ

であることを前提に,自己は関係性の中で確立される｡

個の境界は,集団の性質によって規定され,我々は常に

個人主義の中で確立される自己

自らが主張
することを重
視する文化

＼

関係性の中で確立される自己

線の太さは自我境界の強度を意味している

図1 集団と個の関係性における文化差

相手の状態を察し,無意識に汲み取っている｡それゆえ

日本においては,対話における誤解の責任は ｢聞き手｣

にあるという前提の上に関係性が成立している｡そのた

め日本の子どもは,相手の感情を汲み取る力 (思いやり)

を身につけることが重視され､る｡我々は常に関係性の中

で,自らの自我境界の厚みを調整し,当然察してくれる

という期待 (筆者はこれを ｢甘え7)｣と捉えた)の度合

を,関係性の中から判断する｡個が集団によって規定さ

れる社会においては,その時々の場におけるタテの関係

性21)を意識化することによって,自我境界は強固なもの

になると言える｡

英語の語順では,主語の次に助動詞･動詞がくる｡ど

のような助動詞･動詞を選択するのかということは,自

己の意思であり,周囲との関係性に影響を受けない｡こ

のような言語の特性は,個の在り方の反映でもあるが,

日本語は,しばしば主語を省略し,助動詞･動詞は最後

である｡我々は話をしている間に,相手の様子を観察し,

相手の気持ちを汲み取り,最終的にそこでの関係性に適

合する助動詞を用いることで動詞の意味を調整する｡そ

れが ｢和｣を重んじる姿勢となる｡このような日本語の

在り棟は,われわれの自己が常に関係性の中で規定され

ていることの反映でもある｡

Benedict,R.3)は,礼儀にかなった振る舞いをするため

に,たえず階級や性別や年齢や過去の交際ぶりなどを識

別しなければならない関係性は ｢一種の芸当｣だと述べ

ている｡現在においても,日本人は ｢思いやり｣をもつ

ために ｢観察する自己3)｣を獲得することが重視されて

おり,｢空気を読めない｣青年は集団適応が困難になり,

多くの青年たちが他者評価に縛られている40)｡

欧米では乳児を ｢あかちゃん部屋｣で寝かせるが,日

本では両親と同室で寝かせる｡この文化は,現在におい

ても変わらない｡それは出産した母の身体的･無意識的

な感覚に基づいているものであると思われる｡自我境界
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の在り様と親子の距離は,民族特有の遺伝子と歴史の影

響下で育まれてきた子育て文化の中で,相互作用してい

るものと考えるべきだろう｡親子 ･夫婦 ･家族の関係性

も,図1の文化型のもとに成立しているム相手の感情を

汲み取る文化にある日本においては,おのずと母子の関

係における自我境界はきわめてあいまいなものとなる｡

母は自分の感情と子の感情を区別せずに表現し,高い共

感性のもとに子を保護する母と子の共生関係を中心に構

成される日本の家族関係と社会の在り方を,河合16)は

｢母性社会｣,稲村14)は ｢日本型親子関係｣と呼び,母

の子に対する強い密着が日本的な精神病理構造に影響を

与えていることに警鐘をならしてきた｡しかし,注意し

なければならないのは,文化の型そのものに是非はない

ということである｡それぞれの型の中に,健全なあり方

と病理的なあり方が存在する｡米国は精神科医療大国で

あり17),米国には米国の課題があり,日本には日本の課

題がある｡欧米の基準や方法論をそのまま日本に当ては

4)ること,アメリカ精神医学会の診断基準であるDSMを

無条件にそのまま利用することが妥当なのかどうかを判

断するために,文化差を意識化することは重要である｡

3.調査研究

3-1.調査の目的

母の子に対する負情動 ･身体感覚否定に関して,日米

にどんな差異があるのかを探索すること｡

3-2.調査対象者 (表1)及び調査時期と方法

公園で遊んでいる就学前の幼児の母に声をかけて,調

査の同意が得られた方に,個別に対面で調査用紙に記入

を求めた｡調査対象者の属性及び人数は表1に示した｡

ほぼ同様の属性をもっているといえる注)0

日本 :昭和記念公園 (東京都立川市)2012年5月実施｡

米国:セントラルパーク (ニューヨーク)2012年4月実

施｡

表1 調査対象者の属性

国別 人数 母の年齢 子の人数 子の年齢別の親の人数

平均 幅 平均 幅 0-3歳の子考もつ親 3歳以下の子がいない親

日本 71 34.08歳 25-45歳 1.83人 1--5人 56人 15̂

∫/

3-3.調査内容

①質的研究

子どもがころんや泣いているときに,子どもをなだめ

るために ｢痛くないよ｣と言うかどうかに対して,はい･

いいえで回答を求めた｡さらに,実際にどのような言葉

でなだめるか,自由記述を求めた｡

②量的研究

以下の2種の質問紙に回答をもとめた｡

･子育て不安否定認識質問紙33):子育て不安を抱えてい

表2 子育て不安否定認識質問紙の項目

1 はっきり言って､子育てに悩み､くよくよする自分はきらいだo

2 子育てのことでわからないことがあると､なんだか怖くなるo

3 子育て不安を感じることはいけないことだと思うLこ

4 子育てや子どものことについて不安になる自分を許したくないo

5 子育て方法やしつけについて困ったとき､なんだか逃げ出し
.たい気持ちになるo

6.子育てが上手にできない自分はいけないと思う○

8 子育てに悩み､くよくよしているとき､もつと頑張らなければい

表3 子の負情動表出制御態度質問紙の項目

1 子どもには､-泣くことが良くないことだとわかってほしいo

2 子どもが言うことを聞かないで泣いてるときは､それをすぐ止
めなければと思う○_

3 子どもには､泣かずに､ちゃんと考えて行動してほしい○

4 子どもが泣いたとき､二度とそういうことが起こらないように対
処しようと思うo

5 子どもが泣かずに､ニコニコと楽しくしてさえJLtれば､結果的
に親子は仲良くなれると思うo

6 子どもには､ぐずることが良くないことだとわかってほしい○

めなければと思うo

8 手どもには､ぐずらずに､ちゃんと考えて行動してほしい○

~9 子どもがぐずったとき､二度とそういうことが嘩こらないように
対処しようと思うo

10 子どもがぐずらずに､ニコニコと楽しくしてさえいれば､結果
的に親子は仲良くなれると思うo

ll 子どもには､かんしゃくを起上すことが良くないことだとわかつ
てほしい○

12 子どもが言うことを聞かないで､かんしゃくを起こしたときは､
それをすぐ止めなければと思うo

13 子どもには､かんしゃくを起こさず､_ちゃんと考えて行動して

ほしい○

14 子どもがかんしゃくを起こしたとき､二度とそういうことが起こ
らないように対処しようと思う○~

15 子どもがかんしゃくを起こさずに､ニコニコと楽しくしてさえい
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る自分を不快に感じる度合を尋ねる8項目 (表2)｡

･子の負情動表出制御態度質問紙33):泣く･ぐずる･か

んしゃくの場面において,それを制御する親の態度に関

する15項目 (表3)｡

いずれも丁全く思わない｣｢あまり思わない｣｢どちら
かというとそう思う｣｢非常にそう思う｣の4件法で回答｡
米国版の作成にあたっては,英訳したものをネイテイヴ

の英語教師にチ'Lツクしてもらい,一般の人が読んでわ

かる英語表記であることを確認した｡

これらの質問紙は,尾上33)において因子妥当性 (1因

子構造)と倍額性が確認されており,子育て不安否定認

識が高いと子の負情動表出制御態度も高いという結果が

明らかになっている｡

3-4.質的研究の結果

①｢(あなたは)痛くない｣というなだめ方

日本においては,子どもが痛い思いをしているときに,

｢痛くない｣という身体感覚を否定する形の言い回しに

よって,子どもをなだめようとすることがよくみかけら

れる｡筆者は,このようなコミュニケーションが,感情

制御の脳機能を育てるために不適切であることをこれま

で述べてきた24)26)28)｡そこで ｢子どもがころんで泣い

ているときに,お子さんをなだめるために,次のように

と言いますか?『痛くないよ』｣という質問に対して,は

い･いいえで回答を求めた｡英語版では次のように尋ね

た..Doyousaythefollowingtosootheyourchild(fen)when

theyfalldown andarecrylng?"Youdon'tfeelpain".

日本では,はいと答えた母は22名,いいえと答えた母

は49名で,はいと答えた母は31%であった｡米国では,

Yesと答えた母は9名,Noと答えた母は52名で,Yesと

答えた母は15%であった｡この質問は,その前後の文脈

などの情報を省いているきわめてシンプルな問いとして

投げかけているものだが,それに対して迷いなく｢はい/

Yes｣と答えた人の割合がこの結果を示しており,この差

は統計的に有意であった (x2(1,N-31)-5.452,p<.05)｡

このように身体感覚を否定する形でなだめる言い回しを

使う人は,日本のほうが,米国の約2倍であることが示

された｡

②母が子をなだめる表現の収集

親が子をなだめる表現方法に,日米差があるのかどう

かを探索的に調べた｡上記のはい/いいえ質問に続いて,

｢お子さんが泣いているときに,お子さんをなだめるため

に何と言いますか?｣という質問に対して,自由記述を

求めた｡

自由記述に記載された回答を,1つの内容 (メッセー

ジ)ごとに分割し,同様の意味を示すものごとに分類し

表4 子がころんだ際の母の声かけの回答割合

回答種別. pEl* 米国`
回答数 割合 ~ 回答数 割合

メッセージ 22 ･47.8 24 52.2

滋 .3 17.6. 14 -%
二iS～ 1 8.3 ll i

6 25.0 18

Jrj>N -I 18 6 25.0氏

10 1 9.1

状況質問 21 63.6 12＼ ･36.4

拒絶 7 70.0 3 30.0

理由質問 3p 33.3 6 66.7

注意喚起 2 100.0 0 0.0

代弁行為 1 100.0 0′ 0_0
泣くことの肯定 1 20.0 4 ･80.0.

LoVeメッセージ 1 33.3 2 66_7

し 1 50.0 1 50.0

:/ 0 0.0 4≡

説明要求 0 0.0 . 1 100.0

現実直視 0 0.0 1 100.0

深呼吸 0_. 0.0 1 100.0

た｡分類項目ごとの個数および割合を表4に示した｡各

分類項目の回答サンプルを表5に示した｡記載された

メッセージ (行為)の数は,日本102個,米国116個で統

計的に差はなかった (x2(1,N-218)-0.899,n.S)o分類

名の補足説明は表5に記載した｡

同分類の日米出現割合に差があるといえるかどうかを

確認するためにx2検定を行った (表4)｡米国の方が

日本よりも有意に多かった回答は,身体接触 (x2(1,

N-17)-5.882,p<.05),ママの存在感 (x2(1,N-12)-

6.750,p<.01),未来形メッセージ (x2(1,N-24)-5.042,

p<.95)欲求確認質問 (x2(1,N-4)-4.250,p<.05)で

あった｡日本の方が米国よりも有意に多かった回答は,

痛みへの共感 (x2(1,N-24)-5.042,p<.05/),ほめメッ

セージ (x2(1,N-ll)-5.818,p<.05)であった｡

｢大丈夫メッセージ｣は,日米ともに共通して最も多

かった｡ 英語では,YbuareOK.ItisOK.という両方の表

現があり,子の痛みに対して大丈夫だという場合と,状

況が深刻ではなく大丈夫だという両方の場合があった｡

日本語では主語が用いられないが ｢大丈夫｣には,子を

指す場合と状況をさす場合の両方が含まれるという点に

おいては共通していた｡

･米国の母が有意に多く回答した ｢身体接触｣は,子ど

もがころんで泣いたときに,抱いたりキスしたりする行

為をまとめたものであり,｢ママの存在感｣とは,母が自

分の存在によって子をなだめることができること伝える

メッセージである｡これらは,愛着行動の基本といえる｡

また,米国の母は,｢未来形メッセージ｣で子どもをなだ
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表5 子がころんだ際の母の声かけの表現サンプル

米国 日本

大丈夫メッセ丁ジ. You'erokay. 大丈夫 (肯定)/大丈夫だよ､と安心させる p

(ニュアンスによって肯定にも lt'sOKノlknowjt'sokay./ThisisOK. 大丈夫 !!/でももうだいじょうぶ !!

否定にもなる) Theyaresafe, 大丈夫o大丈夫o

身体接触(抱いたり､キスしたりすることで､子どもを安心させる) ⅠKisshim whereithurt 痛かつたところをさすって落ち着くまで抱きしめる

ⅠgiveahugandkissノHoo,Kiss. 抱っこして大丈夫だよ

DoyouneedacuddJe(hug)?/Let'scuddle_Letmekissy?uandmakeitbetter,Canmahlakissitandmakeitbetter?Ialwaysfiftthebabyuptohugandkisshin. かけ寄ってきたのをそのまま抱きしめるo

未来形メッセージ(未来形を用いることで､今は痛いことを承認しているが､のちによくなることを伝えるメッセージ) EverythingisgoingtobeOK. なでなでしてるとすぐに痛くなくなるよ
Itwillstophur.tingsoon./Ⅰtis.goingtobeOK_youwj"beheノYouwi"feelbettersdon.Y9uWiHbealright(=allright).ThatthesjtuationwjJlgetbetterⅠhopeshe'llgetbetterノTheyw‖beOk. 痛いの痛いのとんでいけ !!

痛みへの共感 I.knowthatithurt./ⅠknowsheiTsscared. ｢痛かつたね～o｣＼と共感 .
Isympathize､andtrytobeunderstandingthattheyarehurt.悲しいね- !｣

lund占rstandyouareupset. 痛いね一〇

Ⅰ'msorrytheyhurt.themse一ves. 痛かつたね､びっくりしたね-

はめメッセージ(母が子をほめることで泣き止ませようとする) Youareabiggirl. 頑張ったね /がんばった/よくがんばったね-いし.ヽ子いい子oがんばれ- ≡また‥1こ強くなったよ-I/強い !強い !でも～でえらいね

状況質問 Didyouhur-tyourself? どうしたの?/何があつたの?

(大丈夫かどうか確認する) Doseithurt?/AreyouOK? どこが痛い?/大丈夫?

拒~絶(子が泣いていることを明確に拒絶もしくは無視する) Donーtcry! とくに声かけはしないo

PIeasestopotherwiseーwon'tunderstandwhyyouarecrying.｢女はないちやダメだ｣｢男は泣くな｣結果 ｢立ち上がれ｣

Pacifier(おしゃぶり) もうお姉さんだから泣かないよ0.-緒に遊ぼうねo泣かないよ○泣いたら茸が痛くなるから泣かないでもう泣かないよo /泣くな !

理由質問(泣いている理由をたずねる) Why-areyoucrying? 何で泣いてるの?.
Why?Why.areyousad? 何が嫌なの?

注意喚起 気をつけようねo

代弁行為 泣いている理由をかわりに言う

気そらし(他のことに気をむけることによって､なだめようとする) ShakeitofF,you'reOK. パンパンしようか !とほろわせて気をまざらわせるo

Okay,Shakeitoff. ほらいくよ- 先に行つちゃうよ- みんなまつてるよ-

Ⅰmakethemfeelbetterbysayingsomethingfunny. 気を全く違う方に向け争ように言葉がけるo

Thinkofsomethingpojitive. 気をそらすことを言う

LoVeメッセージ ｢giveyouloVe.MamaloVesyou! ○○ちゃん､愛してるよ一〇

はげまし -ⅠencouragethemtocPntinuepIaying. ○○ちゃんおりこうさんでしょ?

欲求確認質問 Whatcan.Ⅰdotomakditbetter?

(子がして~ほしいことを言語的 DoyouwanttoteHme山hat'sboth占ringyou?

に尋ねる) Iaskthemwhatwouldhelp.,dotheyneedahug?

説明要求 Ⅰaskhertouseherwordst｡explainwhathurtsorwhysheifupset.

現実直視 ､ Ydufe".Ugoh.Thatcよnhappen.(Istdyverycalm.)
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めることも特徴的であった｡未来形で ｢Youwillbefine｣

と言うことは,今はfineではないということを承認されて

いることを意味している｡日本の場合には ｢痛いの痛い

のとんでけ-｣などがこれにあたるが,きわめて少なかっ

た｡｢欲求確認質問｣は,数は少なかったが有意差があっ

た｡これは,子どもにどうしてほしいのかを言語的に尋

ねる質問であり,自己主張を重視する米国文化の反映と

考えられた｡

一方,日本の母が有意に多く回答したのは ｢痛みへの

共感｣と｢ほめメッセージ｣であった｡｢痛みへの共感｣

は,子どもの感情を汲み取る日本文化の反映と考えられ

た｡泣かないことをがんばったとはめるなだめ方は,普

しく日本に偏った回答であり,特徴的な差異が浮き彫り

になった｡

3-5.量的研究の結果

①子育て不安否定認識と子の負情動表出制御態度との関

係 (表6)

子育て不安否定認識質問紙の平均値を基準として,高

群と低群に分け,子の負情動制御態度質問紙の平均値を

T検定した｡日本も米国もともに,子育て不安否定認識

高群の負情動表出制御態度質問紙の平均値が有意に高

かった｡つまり,日本も米国も,母自身の子育て不安を

否定する傾向が強いと,子どもの負情動を制御する傾向

が強いということである｡この結果は,尾上33)の結果と

一致している｡

(参各尺度の平均値の日米比較 (表7)

子育て不安否定認識質問紙と子の負情動表出制御態度

質問紙の国別の平均値をT検定した｡両質問紙ともに,

米国の方が日本よりも有意に平均値が高かった｡つまり,

米国の方が,母自身が自分の子育て不安を否定する傾向

ち,子の負情動表出を制御する傾向も強いということで

ある｡

③子どもの人数別の比較 (表8)

子どもが1人の母と､2人以上の母との平均値を,国別

にT検定した｡子育て不安否定認識質問紙においては,.

日本 ･米国ともに,子どもの人数による差異はなかった｡

子の負情動表出制御態度質問紙においては,日本では,

子どもが1人の母は,2人以上の母よりも有意に高かっ

た｡米国では,差異がなかった｡ つまり,日本の複数の

子どもを育てている母は,一人っ子の母よりも,子の負

情動表出を制御する傾向が弱いということである｡

4.考察

質的研究においては,日本より米国のほうが温かい母

子関係が示され,量的研究においてはその反対の結果が

示された｡この結果には,文化差と現在抱える日本の問

題との両方が混在して反映されたと思われる｡図1に示

した日米の文化差の観点から,今回の探索的な調査の結

果が意味することを考察する｡

表6 子の負情動制御態度得点の平均値の差の検定

子育て不安否定認識 N 平均値 標準偏差 t検定の結果

日本 高群 35 ･36.31 6.106 t(69)=5.329,pく0.01
低群 36 28.28 6f581

表7 各質問紙の国別平均値の差の検定

N 平均値 標準偏草 t検定の結果

子育て不安否定認識質問紙 米国 61 18.38 2.876 t(130)=3~.848,pく0.0.1日本 71 16.23 3.546

子の負情動表出制御態度質問紙 米国 61 37.87 5.362-t(130)=5.011,.pく0.01

表8 子どもの数別の各質問紙の平均値の差の検定

質問紙 国別子どもの数 .N 平均値標準偏差 t検定の結果

子育て不安否定認識質問紙 日本1.人 23 16.83 3.214. t(69)=0.988,n.S.

2人以上 48 15.94 3.692

米国1~人 29 18166 2.636 Lt(59)=0.716,n.S.
2人以上 32 18.13 3.098

子の負情動表出制御態度質問紙 日永1人 23 34.83 6.880 t(69)=2.059,pく.05

2人以上 48 31二00 -7.526

4-1.質的研究の考察

自由記述の結果において,特に注目すべき点は,米国

の母に比べて日本の母は ｢身体接触｣と｢ママの存在感｣

で子どもをなだめるという記述が,著しく少なく,はめ

ることで子の負情動を制御するという点である｡米国人

においては,泣いているときに褒めるという回答は1例

(0.9%)のみであった｡

子どもがころんで泣いているときに,抱いたり,ママ

という存在によってなだめるという姿勢は,母子の健全

な愛着システムを示していると言える｡子どもの泣きを
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キャッチした母が,情動調律により,子どもをなだめる

行為を行う姿である27)36)｡この関係性を構築できないこ

とは,図1に示した文化型の両方において,生じること

であると考えられる｡

日本人に特徴的であった ｢泣いているときにはめるこ

とでなだめる｣という方略は,泣くことをよしとしないと

いう前提を含んでおり,泣き続ければ ｢よい子｣ではな

いということを暗に伝えるダブルメッセージとなる｡自

我境界が明確な個人主義型親子関係においては,子ども

の泣き (-不快)は子どもに属するものであり,親自身

の感情とは境界がある｡自我境界があいまいな共生関係

にある日本型親子関係においては,子どもの泣き (-不

快)は母自身の不快となりやすい｡それは共感性の高さ

をも意味しており,受容されれば一体感による安心感は

高まるのだが,受容が困難な場合,母は一刻も早く自ら

の不快をなくすための方略を求めることになる｡その結

莱,泣かないことを子どもに求めることが必要になる｡

図1の矢印の差異が,この結果に反映されている｡米国

の母は,子どもが泣いているときに,なだめるために子

どもの自我境界の中に入り込まないが,日本の母は,チ

どもの自我境界の中に入り込んでなだめようとするので

ある｡その結果,｢泣いているときにはめる｣というあり

方は,典型的に,Batedon,G2)が指摘したダブルバイン

ドのコミュニケーションとなる24)26)31)｡はめるという肯

定的なメッセージによって受容のコンテクストを作りな

がら,身体の痛みや不快というコンテントを否定してい

るメッセージである｡

子どもがころんで泣いたときに ｢痛くない｣という言

葉によって,子どもをなだめる傾向は,日本人のほうが

米国人の2倍であった｡自由記述の結果からは,日本の

母は,子どもの ｢痛みへの共感｣が有意に強かった｡母

たちは子の痛みがわかるからこそ,否定するのである｡

筆者はこれまで,たとえば ｢痛くない｣という形で親

が子の負情動 ･身体感覚を否定することが,子どもの解

離様式による適応をうながし,感情制御の発達不全をも

たらしていくことを主張してきたが24)25)26)27),親が子

の負情動 ･身体感覚を否定する形としては,｢痛くない｣
という直接的な否定に加えて,｢はめ｣一による制御が大

きな役割を果たしていることが,この質的研究を通して

示唆された｡東1)は,しつけと教育に関する日米比較研

究をまとめた著書の中で ｢『うち』と 『そと』を分化して
認識させ,自分はいい子だという意識のもとでそれぞれ

の場にふさわしい役割行動を見つけるように方向づける

しつけが,自発的役割人間が育つための生態学的適所を

なしている｣と述べている｡この記述は,本研究の結果

を的確に説明する｡｢ほめ｣によって,自己の負情動 ･身

体感覚を制御させられた子どもは,親に愛されるために

｢親の前でよい子｣になり,その反動で学校できれる状態

に陥るのである｡

この質的研究は,自由記述の回答数の個数の差異に基

づく探索的な研究であったが,結果は,感情制御の発達

不全モデルの安当性を担保するものであり,親の前と学

校とで,まったく異なる感情制御の状態を示す子どもの

可能性が明らかになった｡

米国のデータからも,数は少ないながらも｢痛くない｣

と言うと回答した人,｢泣いているときにほめる｣回答が

存在した｡もともと自我境界が明確な個人主義に基づく

関係性が展開されている環境において,このようなコミュ

ニケーションが行われた場合,ゆがみはさらに大きなも

のになるのかもしれない｡Linehan,M.M19)は ｢不認証環

境｣を境界性人格障害 (BPD)の背景として提示してい

るが,図1に示した文化差は個の感情を処理する上での

コンテクストとして機能している可能性がある｡自我境

界があいまいな共生関係にある日本型親子関係というコ

ンテクストにおいては,負情動 ･身体感覚否定は,幼児

期の一次解離反応を促進すると考えるのが妥当だろう｡

4-2.量的研究の考察

質問紙調査の結果から,子育て不安否定認識も個の負

情動表出制御態度もともに,日本人よりも米国人のほう

が有意に高いことが示された｡これは図1に示した個人

主義に基づく親子関係を反映した結果であろうと思われ

る｡子どもを独立した個として認識する欧米においては,

親子関係は権威的であり日本よりも子どもに厳しいとい

われてきたが1)14)38),そのような文化差の表れとみるの

が妥当だと思われる｡前述したように,質的研究におい

ては,米国のデータのほうに健全な愛着を示す記述が多

くみられていた｡それぞれの文化の型の中に,健全なあ

り方とそうではないあり方があると考えられ,文化が異

なる以上,質問紙による比較にそれ以上の意味を見出す

ことはできない｡

しかしながら,日米それぞれのデータにおいては,と

もに,母自身の子育て不安を否定する傾向が強いと,チ

どもの負情動を制御する傾向が強いということは,共通

していた｡この結果は,自身の負情動を否定する傾向が

子育てに反映されるという世代間伝達の可能性を示唆し

ており,文化差に影響されない現象であることが示され

たといえる｡そして,子育て不安否定認識は,日米とも

に,子どもの人数によって影響をうけないことも明らか

になった｡しかしながら,負情動表出制御態度に関して

は,日本人は,複数の子どもを持つことで子育て経験を
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重ねるとおおらかになるが,米国人は影響を受けないと

いうことが明らかになった｡この結果は,我々日本人の

日常体験と一致した結果であり,図1に示したように,

日本人が関係性の中で個を確立することを示した結果で

あるといえる｡

このように,質問紙調査の結果は,文化差を明確に反

映する結果であった｡

5.まとめ

子の負情動 ･身体感覚否定に関する日米比較を行った

ところ,日本文化の特徴を反喫する形で,はめによる否

定というダブルバインドの形が特徴的であることが明ら

かになった｡その結果,｢親の前でよい子/保育園･学校
できれる子｣という問題が日本において特徴的に生じて

いる可能性が示唆された｡今回の探索的な日米比較調査

でえられた結果に基づき,現在の日本の母たちが,母と

しての自信とそれにもとづく抱く行為によって子どもを

なだめることができないのはなぜか,実際どのくらいの

割合でそれが生じているのか,負情動 ･身体感覚否定の

実態を,実証的に明らかにすることが,今後の課題であ

る｡

筆者はこれまでに,母子の愛着の相互作用を脳機能の

観点から図式化し,子の泣きという刺激に対して母の辺

縁系に不快が喚起されるとき,情動調律が困難になり,

母自身の不快を解決するための行動が選択されるときに,

子の負情動 ･身体感覚の否定が生じるということを述べ

てきた27)｡本研究により,子の泣きやぐずりによって母

の辺縁系に不快が喚起されるという点は,世界共通であ

るが,その不快をなくすためにどのような行動をとるの

かという点においては,文化の影響を受けるのではない

かということが見えてきた｡

文化の影響を考慮するということは,発達途上にある

子どもたちの心理的問題の見立てや,愛着に関わる親支

援の方法論に関する輸入概念や技法を適応する際にきわ

めて重要なことである｡安易に欧米をまねるのではなく,

日本の親子の特性を尊重した上での活用,そして,共感

性の高い母性社会の長所を生かす支援を模索することが

重要である｡

港):米国は社会階層による差異が大きい社会である｡本調査

の対象者は,休日セントラルパークで家族で過ごし,外国人

である筆者の求めに快く応じてくれた中流層以上のデータで

あり,米国人全体を代表するデータではない｡

付記:調査にご協力いただいた皆様に,心より感謝申し上げ

ます｡日本における調査の実施は,東京学芸大学大学院教育

学研究科学校心理専攻大河原研究室の大学院生とともに行っ

た｡
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